
３月は、いろいろな別れがあり寂しい月、４月は、新しい出会いにワクワクドキドキの月。
今年度は塾生が７人、ひこざらす。が３人、「無料塾ひこざ」を卒塾されます。いろいろ
な出来事を乗り越えて卒塾される皆さん、たまには顔をみせに来てください。
ある雑誌で「葉 祥明（よう しょうめい）さん」を知りました。絵本作家・画家・詩人

です。その方の言葉を拾って並べてみました。
「学校に行かない子は、実はもっと広い世界、本当の世界を知りたがっていると思うから、
学校には収まらない。来るべき次の世界に向かう準備をしている子供たちなんだと思う」
「児童虐待、ネグレクト、予備校や受験の準備、部活など、親が子どものためにしている
といいながら、親自身のための行為だともいえるのでは？」「子どもを産み育てることは、
命をつないでいく神のごときこういです。自信をもって、大事に大事にそだててあげてく
ださい」「教育の根本は、生き延びる力を身に着けさせること（サバイバル能力）」「い
い学校をでても、人間としての成⻑には役⽴ちません。子どもはみんなダイヤモンドの原
石です」「知識を詰め込ませるのではなく、もっているものを引き出してあげましょう」
「一番大切なのは、快食、快眠、快便。そこをおさえて、あとは自分を守る術を教えてい
れば大丈夫」「ある状態から別の状態へ跳躍する時がくれば子どもの要求が何であるかが
見えてくる」子どもたちと一緒に大いに羽ばたいていきたいです。「ドタバタ」と―

理事 箱石 明美
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ひこざ便 №６5
２０２4・3月特定非営利活動法人無料塾ひこざ

「葉祥明さんのメッセージから」

●令和 5年度「無料塾ひこざ卒塾式」をおこないます。

詳細は後日ご案内チラシを塾生に配布致します。

日時：2024年3月31日（日） 時間（午後12:30 の予定）会場：大久保領家自治会館

●同日3月31日ひこざの小学生の皆さんに鑑賞会「君がいるから」の招待をいただいていま

す。この機会に是非ご参加ください。13：30～プラザウエスト視聴覚室

●学校の春休み中はひこざは通常どうり開塾しています。16：30～20：00の間で自習や交流

等有効に使ってください。（大学生ボランティアは欠席の場合があります。)

●新学期に伴い進学・進級でひこざの参加時間や曜日の変更があれば学習支援時に担当の学

生さんにお伝えください。また保護者の方からの場合はメールか電話でお願いいたします。

お知らせ
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ひこざアンケート
２月末にひこざ内で塾生・学生にアンケートを行いました。

設問は、①この一年間楽しかったことは何ですか ②今後ひこざに希望することはあります
か、の二つです。
みなさんからたくさんの回答がいただけましたのでご紹介します。

① この一年間楽しかったこと
この質問では、花火大会とむつめ祭をあげる方がたくさんいらっしゃいました。また、
普段の活動ではカードゲームなどを遊ぶことをあげる方も多くみられました。

ひこざに希望すること
イベント関連の要望が多く届きました。
・花火大会をまたやりたい、花火の本数を増やしてほしい。
・むつめ祭のおこづかいを増やしてほしい。
・ビンゴ大会をやりたい。
・季節のイベント（もちつき、節分など）をやりたい。
・スポーツ大会をやりたい、大学生同士が争うところを見てみたい。
・ピクニックに行きたい。
・みんなで映画鑑賞をしたい。
・バーベキューをしたい。
・読書会を開きたい。

みんなで交流する場を求めている声がとても多いことがわかりました。来年のひこざでは
より多くのイベントを行えるよう検討したいと思います。

イベント以外では、ひこざの環境についての要望が届きました。
・収納などを整理したい（視覚的な情報量が多いと集中を妨げるため）
・衛生環境を改善したい（お菓子の食べかすや、アルコール消毒のみで手洗いを行っ
ていないことが気になる）

環境整備に関する重要な指摘をいただきました。迅速な改善に努めたいと思います。
今後もこのようなアンケートを行っていきたいと考えています。お手数をかけしますが、

ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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みんなの広場

《イラスト作 成田 直矢 》

「ＯＥＣＤ(経済協力開発機構)38ヶ国の中で37位の日本」
我が国の国家予算に占める公教育費の割合はＯＥＣＤの中で下から２番目に低いことを、

ＮＨＫスペシャル「学校に行かない子どもたち」という番組で知りました。子どもの教育費
は親が負担するものという考え方が日本では⻑く続いてきましたが、経済的な困難を抱える
家庭が増えている現在では、子どもたちの教育格差にもつながっています。子どもが望めば
だれでも高等教育が受けられる制度を作る必要があります。
先日、埼大の学生さんと奨学金の事で話す機会がありました。
「友人の１人は月７万円の貸与型の奨学金を借りていて親からの仕送りは４万円。バイト

を沢山しながら、家賃４万、食費などの諸経費をまかなっている。奨学金の返済は、就職し
てから２５年ぐらいかかる」と言っていました。
ＯＥＣＤ参加国の中で、国公⽴大の授業料が無料という国が1/3ありますが、日本は授業料

の高さがアメリカ、チリに次いで３位でした。文部科学省も２０２５年から、給付型の奨学
金をふやしたり、３人以上の子供がいる家庭の大学生の授業料を無料にするなどの就学支援
制度を始めようとしていますが、この新しい制度の内容、是非についてもみんなで考えてい
きたいと思います。 理事 角田



「コープみらい×中央共同募金会」
令和5年度 子ども子育て支援助成金

編集後記

無料塾「ひこざ」：〒338-0825  さいたま市桜区下大久保８１６
（埼玉大学前）
Tel ・fax : 048-628-3932

（火・金の 16:00 ～20:00 のみ） 新ホームページ
Mail ： info@hikoza2014.com 

HP :   www.hikoza2014.com

ホームページQR 
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ひこざ

2014年の2月4日 ひこざは開塾しました。スタッフがみんな揃って誰かくるのかし
ら・・？と待っていたことを覚えています。あれから今年は10年目。塾生も増え、ひこざ
らす。もできてNPO法人にもなりました。実務的な仕事も増えていく中、最近では至らな
いことも多くあります。市⺠団体も持続可能な活動があってこそです。其の為にもスタッ
フが増えることは大変嬉しいことです。ひこざ正会員に新入会下さったお二人が事務局を
手伝ってくださることになりました。どうぞよろしくお願いいたします。

３月になりました。今年度が終わるまでにひと月を切りましたね。進学などで新しい環
境に身を置くみなさんは、期待と不安が入り混じることと思います。ひこざ一同、みなさ
んが楽しい新生活を送れるよう心より願っています。
ひこざ便には新しく木村さん、田村さん、山口さんが編集メンバーに加わりました。より
よいひこざ便を届けることができるよう、これからも精進してまいります。来年度もどう
ぞよろしくお願いいたします。

《 新しい事務局メンバーをむかえました。》


